在宅高齢者の生活困窮の諸論点と分析視角 by 熊田 博喜



























れることを基本とした上で、生活上の安全 ･ 安心 ･ 健康を確保するため、医療や介護のみ
ならず、福祉サービスを含めた、様々な生活支援サービスが日常生活の場（日常生活圏域）
で適切に提供できるような地域の体制」2、即ち地域包括ケアシステムが今日的状況下に




























































































































































































高齢者が預貯金を取り崩して生活を維持しているが、保健医療 ･ 居住 ･ 光熱 ･ 水道 ･ 家事


















して高齢期の貧困 ･ 低所得をとらえる枠組の再検討を設定し、それを踏まえた貧困 ･ 低所
得の分析枠組を設定した上で、量的調査の実施によって、その内実を明らかにしている。
その際、「基本属性」「職業経歴」に加え、「現在（老後）の生活状況」として、健康 ･ 心
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